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木次町教育委員会は平成 3年、大字里方地内にある「中山」を開発するた

め、本町として本格的な埋蔵文化財発掘調査を実施したところ、古墳時代前

期の貴重な古墳と判断され、それをまとめ「斐伊中山古墳群―西支群」とし

て報告書を刊行いたしました。

この度は平成 5年から平成 6年にかけて木次町・三刀屋町公共下水道終未

処理施設の建設に伴い、先の中山古墳群の間近にあって、出雲国風土記にみ

られる「城名樋山」と尾根を分け隔てた妙見山の発掘調査を実施しました。

調査の結果「妙見山遺跡」からは堀立柱建物や土坑等の遺構や調査区全域

から1万点以上に及ぶ中世の土師器片のほか、完形の灯明皿、鉄器等が検出

され、この調査によって、本町にとって数少ない中世の歴史資料を得ること

ができました。

この調査に当たり、調査担当をお引受けいただきました三刀屋町教育委員

会板垣 旭主任主事、調査および報告書の作成に当たり懇切なご指導、ご助

言を賜りました島根県教育委員会文化財課く広江耕史文化財保護主事、丹羽野

裕同主事、県文化財保護指導委員、杉原清一先生のほか埋蔵文化財調査セン

ター2係の皆様をはじめ、関係者の方々より格別のご協力を賜りましたこと

に対し、ここに衷心より感謝を申し上げます。

平 成 7年 3月

木次町教育委員会

教育長 橋 本 敏 雄
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1.本書は木次町 。三刀屋町公共下水道事務組合の委託を受けて、木次町教育委員会が平

成 5年 11月 1日 から平成 6年 3月 31日 に実施した木次町 。三刀屋町公共下水道終末処理

施設建設予定地内の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.調査組織は次のとおりである。

調査主体  木次町教育委員会

教育長 橋 本 敏 雄

調査指導  角 田 徳 幸 (県文化財課文化財保護主事)

今 岡 一 三 (県文化財課文化財保護主事)

蓮 岡 法 噂 (島根県文化財保護指導委員)

調査担当  板 垣   旭 (三刀屋町教育委員会主任主事)

調査補助  坂 本 諭 司 (木次町教育委員会主幹)

事 務 局  平成 5年度            平成 6年度

土 江 和 良 (教育次長)    土 江 和 良 (教育次長)

新   一 幸 (社会教育係長)  坂 本 武 男 (社会教育係長)

大 坂 博 宣 (主任主事)    大 坂 博 宣 (主任主事)

浅 沼   博 (社会教育指導員)

発掘調査及び報告書作成に際して次の方々や関係機関から多大な協力を得ました。記

して謝意を表します。

広 江 耕 史 (県文化財課文化財保護主事)丹羽野   裕 (同主事)

杉 原 清 ― (島根県文化財保護指導委員)

島根県埋蔵文化財調査センター、三刀屋町教育委員会、木次町森林組合

調査参加者 安部重福、加藤陽一、竹田 嘉、田中林二郎、菅田久夫、片寄考吉

来間重春、川本勝雄、西村愛喜、井戸内 司、中村利夫、佐藤義美

小村 昌、新 良一、坂本広由、川島文明、郷原祐樹、  他

遺 物 整 理 板垣貴子、星野裕子、給下信子、布野直樹、奥田恵子、野々村幸子

3.挿図中の方位は磁北を示す。

4.本書で使用した遺跡記号は次のとおりである。

SB一堀立柱建物、 SK―土坑、

5。 本書の編集は、板垣と坂本が協議してこれを行った。

6.遺物の実測、本文の執筆は島根県教育庁文化財課の指導・助言を得て坂本論司が行っ

た。

なお、池淵俊一、寺谷隆、松本浩の各氏には遺物実測において協力をいただいた。

7。 本遺跡の出土遺物及び実測図、写真は木次町教育委員会で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯

平成 5年、木次町 。三刀屋町公共下水道事務組合により両町の下水道整備事業を推進す

るため、木次町大字里方地内に公共下水道終末処理施設の建設計画が策定されたことによ

り、同年 9月 1日付で同組合から木次町教育委員会に「木次町・三刀屋町公共下水道終末

処alT場」建設予定地内の埋蔵文化財分布調査の照会がなされた。       1

当時、埋蔵文化財専門調査員を有しなかった木次町教育委員会は、その確認を三刀屋町

教育委員会に依頼し、依頼を受けた三刀屋町教育委員会は平成 5年 9月 10日 該当地区内の

遺跡分布調査を行った。しかし散雑する雑木、荒木等により明確な判断材料が得られなかっ

たため、現地を伐採の後11月 19日 再度分布調査を試みた。

その結果、周知の遺跡でもある城名樋山から南西に派生する尾根筋の独立 した丘陵の山

頂部に、明らかに人工的に掘削された平坦地が確認された。また後日の詳細分布調査によ

り土師器、須恵器、鉄器等が出土したため、遺跡の存在が確認され、この旨が木次町教育

委員会に報告された。

報告を受けた木次町教育委員会は三刀屋町教育委員会、同組合との三者において数回に

渡り協議を行った結果、木次町教育委員会を調査主体として三刀屋町教育委員会から調査

員を派遣するという体制で発掘調査を行うこととなった。

第 2章 位 置 と環 境

妙見山遺跡は島根県大原郡木次町里方に所在し、大原郡加茂町と境を接する山地の中で

ひときわ高峰な山塊である妙見山 (標高171.82η )か ら西に派生する尾根筋に独立 した丘

陵の山頂部に位置する。現在の木次町外10ケ 町村雲南環境衛生組合の東約200‐ の地点で

本遺跡の南方1.8々冊には「出雲国風土記」に登場する新造院の礎石といわれる出土地点が、

また南東わずか700η には前期古墳である斐伊中山古墳群が存在する。

このように里方一帯は奈良時代の斐伊郷として大原郡家や新造院、新造院尼寺がおかれ

るなど大原郡の政治、宗教、軍事の中心地として重要な位置であったことが伺える。また

「大原郡誌」「木次町誌」によれば里方および山方で弥生土器や須恵器、土師器の出土例が

点々と確認されており、当地が古代人の生活環境に適した場所であったことが伺える。

さて地形についてであるが斐伊と下熊谷を分断し、三刀屋川と合流して宍道湖へ流れる

のが斐伊川である。この上流では古代からたたらの操業に不可欠な「かんな流し」といわ

れる砂鉄採集が行われた。これが中世を経て江戸時代になるといっそう盛んになり、土砂

の流出を伴って天丼川を形成するに至る。その後斐伊川はたび重なる大決水を来し、人々

を苦しめてきた時代があった。それでは古代の斐伊川はどんな様子だったであろうか「木

-1-



妙見山遺跡の位置と周辺の遺跡 s-11

1.妙見山違跡   2.城 名樋山

6.早稲田横穴群  7.明徳寺遺跡

11.案 内横穴群  12.秋 葉山城跡

16.保元寺跡   17.深 谷古墓

21.蛇谷城跡

3.中 山古墳群   4.里 方横穴群

8.明徳寺横穴群  9.熊 谷軍団跡

13.霞龍山城跡   14.澄 水横穴群

18.下吉井横穴辞  19.要害横穴
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5.斐伊郷新造院跡

10.斐伊郷新造院跡

15。 本次焼窯跡

20,大門口追跡
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次町誌」によると「出雲国風上記」に “渡二十五歩"と あり、当時の川幅が約44.5η と考

えられ、 しかも堤防もなく天丼川でもなかったと考えられる。それが現在では約240紀 に

もなり、川幅が約 5倍になったことになる。近年里方地内でボーリングを行ったところ、

地下13η の地点から稲モミや田土が検出された記録があり、斐伊川の歴史を物語っている。

第 3章 調査の経過と概要

妙見山遺跡は島根県大原郡木次町里方1,369-14番 地他に所在 し、南には「出雲国風土

記」中に熊谷軍団があるといわれている木次町下熊谷地区が、また南西には国道54号線に

沿って南西に延びる三刀屋町の小平野が一望できる標高102.5ηの急峻な山丘である。

調査は1993年 7月 26日 から8月 12日 にかけて部分発掘を行った。調査方法は平坦面に十

字 トレンチを設定して表土の除去を行った。本調査は11月 1日 から開始し、当初 2カ 月程

度で終了するものと考えられたがおびただしい土器の出上に加え、松根の除去に手間どっ

たり、折からの厳しい寒さと積雪によって調査は困難を極め、結局1994年 3月 18日 に調査

を終えた。

調査区は当初 I区からⅥ区まで 6分割していたが、その後遺構の検出状況を考慮して山

丘の中央頂上部から東にかけての平坦部を頂上建物群、その西側に一段下がったところを

西側加工段、そしてさらに南に一段下がった平坦面を南狽1加工段と3地区にかけることに

した。なお、頂上建物群のもっとも東側は遺構が確認されなかったため遺跡配置図を省略

することとした。既述したとおり現地状況は雑木と松の木が入り交じり、表土の掘削に当

たって松根も全て除去したところ、ほぼ全ての根穴から土器片が出土したため柱穴か否か

の判断に苦 しんだが数棟の堀立柱建物が復元されたほか、土坑や数多くの遺物が検出され、

頂上建物群からは4棟の建物と石列による区画遺構及び土坑、西側加工段の土坑からは中

世の土師器が完形で出土した。また南側加工段の土坑からも土師器がまとまって出土した

ほか、焼土も検出された。

遺物に関して注目されることは、調査区全域から小片を含めと万点をはるかに超える中

世土器片が出土したことである。この中には灯明皿として使われた杯や皿が多数含まれ、

また穿孔土器も出土したことからこの遺跡が山岳信仰、あるいは祭祀に関連のある可能性

もある。また奈良時代後期と見られる須恵器の杯身や甕片、さらに調査区全般にわたって

鉄釘が出土しており、古代から中世にかけて木次、三刀屋の小平野を望む高台に複数の

建物が存在していたことが伺える。さらに南側加工段では碗型滓や鍛冶滓等の鉄塊系遺物

が出土 したが残念ながら鍛冶に伴う遺構は確認できなかった。

以下、地区ごとに調査の概要を記してみた。

-6-
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調査区は本遺跡のほぼ中央最上部に位置し、平坦面が東に向かって緩やかに下降したあ

と、調査区外の急峻な支丘は妙身山山頂に続いている。西側は加工段となっており、頂上

平坦部との比高は約2.5ηである。また北側は調査区を境にして急な崖となっている、土

層状況としては一部に攪乱土が見られるほかは10翻の腐植土層の下に30翻にわたって黒褐

色上があり、続いて大部分が風化 した黄褐色の砂質土となって地山に変化している。
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.S B02 ё書5屋D

S B04の東|の桁中央―ピウトを申心1こ三方をは|ぼ一聞ずつ拡張したかうこうのかなり大き

0

第0図 SB.03実!Mll図 (S‐幼

-8-
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な建物 と思われる。規模 は桁行 4間の14η 、梁行 2間7.5例 である、柱穴は直径18翻～

35翻、深 さ18θ

“
～35翻 とばらつきがある。なお、南の柱穴付近に45例 ×30θ陶大の風化 した

花南岩が 2個確認されたが遺構との関連は不明である。

S K01

S B01の 中央からやや】ヒ寄 りで検出された、幅64θπ、長さ80印、深さ27師の土坑で、埋

土は大半が黄褐色砂質土の地山風化土で遺物は認められなかった。 S B01、 S B02、 ある

いはS B04等 の建物に伴う遺構か否かは不明である。

S B03(第 6図 )

この調査区の中でもっとも東よりの位置にあり、桁は磁北よりやや西に寄っている。桁

行 3間の7.6紀、梁行 1間 4.2れ で桁行の柱穴間隔は最短 1.8紀 、最長3.1紐 と大 きな差があ

るが、置き石等で補強 したことも考えられる。また、 S B03の 北側に石列が確認された。

しか しその性格については不明である。

S B04(第 7図 )

桁行 3間の12‐、梁行は東西で柱穴の配置に相違が見 られるため判断 しにくいが 2間な

いしは 3間で7.4旬、柱穴は直径48側～90翻、深さ20師～64側 と他の遺構 と同様不揃いの

堀立柱建物 と考えられる。

西側加工段

東西 8η、南北 9η の平坦面で南側はやや緩やかな斜面だが北側は調査区を境に急峻な

斜面となっている。また西側は徐々に下降 しながら支尾根の端部につながっている。

S K02(第 8図 )

上部が縦120側、横108翻、底部が縦105れ、横85紀 の土坑である、l‐T十は炭化物の混じっ

た黄褐色の砂質土一層で土坑内から完形を含む中世の土師質土器が出土 した。完形の土師

器のいくつかは地面に伏せておかれた状態で出土 し、埋土の上に長方形型の石が置かれて

いる。

S B05(第 9図 )

ピットの並びを確認 したのみであり、堀立柱建物ではない可能性 もある。柱穴は直径

40翻、深さ16側～24側で 1間 も1.6η～2.5紀 と差があり、 あるいはAA′ のピットは柵列

-9-



日
鸞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ隣 側 言

″υ
刺  暉′ ё駕

⑥亀⑬
 Эo③

6

S

第 7図 SB04実 測 図

―-10-―



＼

ｒ
一

Ａ
一

③

韻
A′

lm

第 8図  SK 02実 測 図  (S―劾

の可能性も残される。

南側加工段

支尾根の南側山腹斜面を削り取っ

て平坦面としているが、規模は東西

1lη、南北 5η と南向きの細長い加

工段で西側は三段にわたって緩い傾

斜が見られる。この地区は地山の上

に約60師の黄褐色砂質上が堆積して

おり、多数の上器片、あるいは鉄怒

鉄津が混入して遺物包含層を成して

いた。遺構としては堀立柱建物、焼

A
100.50m

＼
司

|

|

日
ｏ
め
．引
ｏ
出

困

A
101.50m

第 9図  SB05'実 瀕J図  (s=筋
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1.黒褐色砂質土 (焼土)

赤褐色の焼土を含む

第10図 南側加工段進構配置図
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土土坑、土師器が大量に埋納ある

いは廃棄されたと思われる土坑が

検出された。

S B06

桁行 2間4.3η、梁行 1間 1.7紀

の堀立柱建物と考えられる。

S K03

地山を円形に掘 り込んだ上部

1.8η ×1.5紀、底面85師 ×65翻、

深さ80翻のだ円形土坑で埋土は炭

化物を含んだ淡黄褐色砂質上の一

層であった。土坑内からはS K01

と同様、完形を含む多くの土師器が重ねて伏せて置かれた状態で出土している。これらの

土器は土坑内にまとめられて入れられたのではなく、木炭片を含んだ砂質土と一緒に長期

にわたって埋められたものではないかと考えられる。

S K04

S B06の 東から検出された上部の径約 1紀 ×85側、底面の径約70θ紀×60師、深さ18θ

“
の

やや楕円形をした焼土土坑である。遺物は確認されなかったがこの地区から鍛冶津 (碗型

洋)が出土しているが関連遺構かどう

かは不明である。

第 2節 遺  物

妙見山遺跡からは灯明皿をはじめと

する中世の土師器を中心として須恵器、

鉄釘等の鉄器、鉄滓等が数多く出土し

た。以下、地区ごとに記すことにする。

頂上建物群 土器 (第 12図、13図)

第12図 は頂上部地山風化土の淡黄褐

色砂質土から出上した、土師器の小型

壺で口径2.7翻、器高7.6翻、底径5。3側

を測る。体部は回転ナデで内面には回

転による条痕がみられ、肩部内面は手

第11図  SK03遺物出土状況  (S=劾

-13-
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ナデ調整が施される。底部はヘラ切りで器壁が中心部になるほど薄く西側から出土した数

例の上器と同様に穿孔が施 してあることも考えられる。

胎土はやや粗く、 l ηη前後の微砂粒を含む。色調は浅黄橙色である。形態から判断して日

常の生活用具とは考えにくく、祭祀用具として使われたことが想像される。

第13図 1、 2も 土師質土器で小型壺の類いと考えられる。 1は体部の一部のみ出上して

おり口縁部の形状は不明であるが体部の復元径は9師、底径 6例 とみられる。内外面とも

回転ナデで胎土は緻密である。 2は器壁が厚く重量感のある壺である、下半部のみ残存し

ており上部の形状は不明だが体部の外径は9翻、底径 5θ紀を測り、底部内面は回転ナデに

より碗状になっている。色調はやや暗い茶褐色で 2 ηη前後の砂粒を多く含んでいるため胎

土は粗い。これらの使用目的は不明だが前述の小型壷と同様祭祀器具の可能性も伺える。

3は土師器の郭である、日径12.7側、器高4.5θπ、底径6.7側 を測る。底部外面はヘラ切り

で体部はわずかにふくらみをもたせながら直線的に立ち上がり、日縁端部を丸くおさめる。

調整は体部が回転ヘラ削りの後内外面とも回転ナデを施す。色調は淡黄白色、胎土は密で

水酸化鉄の細粒を含み、体部内面には稲ワラ状の植物茎が 1条見られる。焼成は良好であ

る。 4も土師器の郭である、口径11.4翻、器高4.9翻、底径5,7θ紀を測る。底部に厚みをも

たせて内湾ぎみに外上方に立ち上がり、日縁部には一部ふくらみが施されている。底部外

面はヘラ切りの後ナデ、体部は回転ナデを施す。色調は淡い肌色を呈し、胎土はやや粗く

焼成は良好である。 5、 6は碗形の雰と考えられる。 5は復元口径11.7じ紀、器高3.6θ阿、

底径 5θ用を測る。底部には糸切り痕がみられ体部は回転ナデによつて内湾ぎみに上外方に

伸び、日縁端部はわずかに外反する。色調は黄土色、胎土は密で水酸化鉄の細粒を含む。

焼成は良好である。 7、 8は土師器皿である、 7は 口径9.3θπ、器高 2側、底径4.2θ例を測

り、底部は糸切りで上外方に大きく展開し、口縁端部は外反しながら丸くおさめる。色調

は黄土色、胎土は密で焼成は良好である。 8は底部が残存するのみで底径3.8例 と小型で

あり、内面に指紋痕が認められる。 9、 10は高台付界である、 9は復元口径9.5翻、器高

2.4じ

“
、高台底径4.3θ紀を測る、高台内面は指頭で丸みがつけられ、体部は回転ナデにより

上外方へ直線的に伸びて口縁部を丸くおさめる。色調は白黄色、胎土は長石を少量含み密

で焼成は良好である。10は復元高台底径4.8翻で高台断面はハの字状を呈す、また底部外

面には黒色塗彩がみられる。11は 台付郭である、底径部は4.7～ 5師、脚底部は糸切りの

後一部にヘラ状のナデ痕がみられ、色調は淡黄茶褐色、胎土は緻密で重量感がある。12は

須恵器の甕片で復元底径14c攪、体部外面は回転ヘラ削りの後ハケロが施され、直線的に立

ち上がる。底部内面にもハケロが入れられる。13は須恵器の郭身である、復元口径は15.5

側、器厚は薄くほぼ 2 ηηにそろえられ底部から上外方に斜行した後直線的に立ち上がり、

―-14-
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第13図 頂上建物群出土土器実測図  (S=刀

口縁端部を外反させる。色調は暗青灰色、胎土は緻密で焼成は良好である。

鉄器 (第 14図 )

鉄器もほぼ調査区全体から出土しており、特に頂上建物群、西側加工段に多い。器種は

鉄釘が大半を含め、小片については図化を省略した。

と、 2はいずれも板状の鍛造片で 1の断面両端部の厚さは 2 ηηと6 ηπを測り、一方が鋭

角になっている。 2についてもほぼ同じ形態で鑓状の刃物と考えられる。 3は断面端部の

厚さ 5 πηと3 πηの板状鍛造片であるが用途は不明である。 4～ 10は角釘と思われる。11、

12は それぞれS字型、 くの字型に曲げてあり、用途は不明である。13は両端を尖らせた角

型の鉄材を折りまげたもので用途は明確でないが木材を牽引する際に使われたものとも考

―-15-―
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は直径 1翻の穿孔が認められる。色調は淡黄茶褐色、胎土は密で l ππ前後の微砂粒、水酸

化鉄の細粒を含む。焼成は良好である。 2も底部に直径 67ηの穿孔が施され、復元底径は

2,7例を測る。色調は黄茶褐色、胎土は密で l ηη大の砂粒を含む。焼成は良好である。 3、

4は高台付郭である。 3は復元底径11.2翻 を測り、脚部は回転ナデによって直線的に下外

方に伸び、端部を丸くおさめる。底部内面には暗文がみられ、体部は内湾ぎみに立ち上が

る。また内外面とも赤色塗彩が施される。胎土は微細で焼成は良好である。 4は復元底径

8.5翻を測る。郭の底部を糸切りで切り離した後、郭底部をややずらして高台が取りつけ

られ、接合部の一部にヨヨナデが施される。脚部は器厚が比較的薄く、ハの字状に大きく

●

!鰯
● =丹塗り上師器

● =煤付着土器

第15図 西側加工段出土土師器実測図  (S―劾
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広がり脚端部は外反する。色調は黄白色、胎土は密で焼成は良好である。 5、 6、 7は堺

である。いずれも底径に対して口径が大きく体部は回転ナデにより、わずかな去ゝくらみを

つけて立ち上がり、口縁部内面を外反させる。 5は底径5.5側で糸切 り痕がみられる。 6

は底径5.5θ紀で静止糸切り、 7は底径6.3θれを測り、ヘラ切りの後、手ナデが施される。ま

た、色調は5が橙色ないし黄褐色、 6は黄白色の地に赤茶色の塗彩が見られ、 7は黄土色

である。胎土については5はやや粗く1～ 3 ηηの砂粒、長石、石英を含む。 6は微細で 1

ηη前後の砂粒、石英を少量含む。 7は密で l ηη前後の砂粒を少量含む。焼成では6が良好

で5.7は不良である。なお 5の郭はほぼ完形であるが、体部の一部はS K02の 土坑上層か

ら出土している。

8～ 11は容量のやや小さい土師器邪である。 8は 日径8.4ππ、器高3.2例、底径5.2θれを測

る。底部の切り離しはヘラ切り、底部には指頭によるナデがみられる、体部は回転ナデに

より、鍋型に立ち上がり、□縁端部にふくらみをもたせる。色調は肌色、胎土はやや粗く、

焼成は良好である。体部には内外面にわたって煤の付着がみられる。 9は復元口径12σ用、

器高3.3翻、復元底径4.3θ紀を測る。底部はヘラ切りの後、手ナデとみられ上外方に立ち上

がったあと、体部外面にふくらみをもたせて口縁部を丸 くおさめる。10.11は それぞれ口

径1側、10θ紀、器高2.8鰍、2.8ε阿、底径5.5θれ、 5θれを測る皿型の堺で底部はいずれも静止

糸切りである。12、 13は それぞれ日径12.5師、12θ阿、器高4.1師、3.6側、底径5.7θ肥、4.9側

を測り、底部はいずれも静止糸切りで、回転ナデにより内湾しながら上外方に伸びて日縁

部は外反する。12は薄鈍色を呈し、焼成不良である。

S K02出土遺物 (第 16図 )

1は土師器の小型壺である。体部の最大径10.2伽、残存高9.2師、底径6.5θ紀を測り、底

部外面はヘラ切りの後、ナデが施され中央部には直径 lθ陶未満の穿孔があったと思われる。

体部外面は回転ナデの後手ナデ、内面には回転ヘラ削りによる右回転のらせん状巻上げ痕

が認められる。色調は肌色、胎土は微細で 1～ 2 ηηの砂粒を少量含む。焼成は良好である。

2～ 12は土師器郭である。 2は当遺跡から出土した土師質土器の雰で容量が最も大きく、

日径15.5θ肥、器高7.2側、底径6.7θ解を測る。底部の調整は不明だが体部は回転ナデにより、

ほぼ直線的に上外方に伸び、口縁内部をやや外反させる。 3～ 12は 口径が確認されるもの

で10.8θ陀～12.4師、器高4.3側～4.7θηを測り、底径5。 8翻～6.7θ用で6.4θ紀前後が多かった。

また底部の切り離しは3のみが静止糸切りで他はヘラ切りである。体部はほぼ直線的に上

外方に立ち上がる。10は 口縁端部に縁取りが施される。

13～ 19は皿、ないしは碗形の土師器郭である。13、 14、 17は 口径10.5翻～11.5σ紀、器高

―-18-



2.5翻～3.2翻、底径4.6θ肥～5.4じ用を測る。13、 17の底部にはキメの細かな糸切り痕がみら

れ体部は回転ナデにより、内湾ぎみに上外方へ立ち上がる。仕上げはやや雑である。15、

16、 17、 18、 19は 口径9,7じ隔～10例、器高1,7翻～2.3θ陀、底径4.1翻～4.8翻 を測る。底部は

回転糸切り、体部は回転ナデにより直線的に上外方へのび、日縁部はやや外反する。色調

は明灰黄色、胎土は密で焼成は良好である。

ヽ

第16図 SK02出土土器実測図  (S=刀

10cm
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西側加工段 鉄器 (第 17図 )

とは角釘である。残存する

釘の長さは7.3θ阿を測り、3.3側

×4翻の扁平な釘頭をもつ。

2は 3種類の鉄器を接合した

ものと思われ、用途は不明で

ある。 3は飾り釘の頭部分と

思われる。本遺跡からは合計

3個の飾り釘が出土した。

第17図 西側加工段出土鉄器実測図  (S=劾

南側加工段出土遺物

S K03出土土師器 (第 18図、19図 )

第18図 1～ 6は碗形郭である。口径13.3じ紀～16.0師、器局4.7c寵～5。4側、底径5,2θ紀～6.8側

を測り、底径に対 して口径が大きくなっている。底部の切離しはすべて回転糸切りで体部

は回転ナデにより、内湾ぎみに上外方へ伸び口縁部は外反する。色調は明黄褐色、胎土は

密で焼成は良好である。なお、 3はちょうど半分に割られた状態で土坑内から出土した。

7、 8の邦は土坑最下部に伏せて置かれた状態で出土した。日径はそれぞれ12.2例、11.6師、

器高4.9翻～4.0翻、底径6.2翻、5.4側を測る。底部の切離 しは 7が静止糸切り、 8が回転

糸切りである。体部は回転ナデによりわずかに内湾して上外方に立ち上がり、日縁部をわ

ずかに外反させる。色調は黄白色である。胎土は密で焼成は良好である。 9～12は土師器

のやや器高の低い碗形邦である。12を除いて復元□径10.2翻～■,9側、器高3.2側～4.Oθ

“
、

底径5,3例～6.0翻を測る。11、 12の体部は回転ナデにより上方に立ち上がった後、 さら

に上外方に伸びる。色調は10、 11が 明黄褐色、 9、 12は黄橙色で 9に は煤及び植物繊維体

の付着がみられる。胎土は11が密で12は粗く石英、雲母、水酸化鉄の細粒を含む。10は密

であるが 3冊η以下の砂粒を若干含む。焼成はいずれも良好である。13～16は皿形郭である。

口径11.2例～12.8師、器高3.0翻～3.3翻、底径4.8翻～5。4翻を測る。10、 13、 14、 15は 回転
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糸切りである。いずれも底部器厚は厚く体部は回転ナデによりわずかに内湾して斜行し、

国縁部は外反する。色調は10、 13、 14が明黄褐色、15が乳黄色、胎土はすべて密で砂粒を

若干含む。焼成はいずれも良好である。

第19図 1、 4は高台底径7.8、θ阿、6.lθ攪を測り、ハの字状に下外方に斜行 し脚端部を丸

くおさめる。体部は碗状を呈する。胎土は密で色調はそれぞれ淡黄白色、黄橙色、焼成は

良好である。 3、 5は高台底径8.5θ陀、9.0じηを測り、 1、 4に比べてやや高台の傾きが大

きく直線的に斜行する。 3の胎土は密で水酸化鉄を含む。 5はやや粗く2 ηη～ 3材ηの砂粒

を含む。色調は浅黄橙色。焼成は良好である。 2、 6は高台底径9。 4θ例、8.Oθ作で体部の器

厚に合わせ高台も薄く外向きに広がる。体部は上外方に立ち上がる。 2の胎土は密で水酸

化鉄の細粒、 2紀η前後の砂粒を含み、 6はやや粗く2 ππ前後の砂粒を含む。色調は浅黄橙

色。焼成は良好である。 7は皿形の高台堺で高台底径は4.8例 と小型で高台断面は三角形

を呈する。受け部は浅く直線的に広がる。胎土はやや粗くl ηη前後の砂粒を多く含む。色

調は黄橙色。焼成は良好である。 8は台付皿である。底径4.2を 測る。底部は糸切りの後

ナデが施され、ていねいな仕上げである。胎土は密で長石、微砂粒を含む。色調は乳黄白

色、焼成はやや不良である。

遺構外出土土器 (第20図～23図 )

1～ 5は土師器の杯である。復元口径11.Oσ紀～12.4θ

“
、器高4.7θ碗～5.2師、復元底径6.Oθ

“
～6.8翻 を測る。 1～ 3の体部は直線的ないしはわずかに外反 しながら上外方に立ち上が

り、 4、 5はやや内湾ぎみに伸びる。月台土はいずれも密。色調は2が赤橙色のほかは灰褐

色ないし橙色で 1、 3、 5に は煤の付着がみられる。焼成はいずれも良好である。 6、 7

:＼

0                     1ocm

第19図 南側加工段SK03出土上器実測図 (2)(S=刀
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は器高のやや低い杯で口径12.6θ紀、12.3θ阿、器高3.6側、4.lθ陶、底径6.8師、7.Ooη を測る。

底部はヘラ切りの後ナデが施され、体部は回転ナデにより逆八の字状に立ち上がる。胎土

は密。色調は6が淡赤褐色であるが 7は黄橙色の胎土に暗赤褐色の塗彩痕がみられる。ま

た煤の付着も認められる。 8は碗である。体部は回転ナデにより内湾ぎみに立ち上がるが

整形時に力が加わったとみられ、日径が13.2θ

“
×推計14.5側 と変形しやや雑な仕上がりと

なっている。胎土は浅黄橙色。焼成は良好である。 9、 10は風化が著しく杯の形状は不明

である。底径5.4例 を測る。11は碗である。復元口径15.7師、器高4.8じη、底径5,9θ陀を測る。

底部の切り離しは回転糸切り。体部は回転ナデにより内湾して上外方に伸び、日縁部外面

をくばめてアクセントを付ける。胎土は粗く3 πη以下の砂粒を含むほか多量の金雲母を含

む。色調は浅黄橙色である。12～ 14、 16、 18、 19は器高が3.6θ陀～3.9翻 とやや低い碗形の

杯である。底では14、 16を除いて糸切りで離され、体部は回転ナデにより緩やかに内湾し

て立ち上がる。口径は10.6側 ～11.6θ

“
を測り、同一規格の範疇に入ると思われる。 15、 17

は口径12.0師 ～12.3σ肥を測る。13、 17、 19に は煤の付着がみられ、さらに体部外面は底部

も含め、暗赤褐色の塗彩痕が残る。胎土はやや粗く色調は概ね黄橙色。焼成は良好である。

20は小形の皿で回径12.0じ阿、器高2.6翻、底径4.8翻を測る。底部切り離 しはヘラ切り。体

部は回転ナデだが不整形である。

第21図 1～ 6は高台付の各器種を図化したものである。 1は復元口径14.3師、高台底径

8,1印 を測り、高台、体部とも内外面は回転ナデによリハの字状に広がる。高台断面は直

線的である。胎土はやや粗く、黄橙色を帯びる。 2は高台付碗である。日径12.lθ

“
、高台

底径7.0翻を測り、碗底部と高台の接合部にはき裂が入る。体部は回転ナデにより均整の

とれた碗状を呈する。高台はハの字状にやや外反して広がる。胎土は微細で lπ
“
前後の水

酸化鉄粒を含む。浅黄橙色を呈する。 3は高台部のみ残存し、器種、形状は不明である。

高台底径8.2θ阿、受け部高3.2θηを測る。高台断面はハの字状に外反して広がる。色調は黄

橙色である。 4は復元底径11.6例 を測る。供膳用の器と考えられる。受け部の器高は中心

部になるほど薄くなる。高台は短く体部とも回転ナデによる。色調は浅黄橙色の極めて微

細な胎土に高台内面を除いて赤色の塗彩が施される。 5は 日径14.6θ攪、底径12,Oσ紀を測る

丹塗り土師器である。底径と口径の差が小さく回転ナデにより体部は上方に立ち上がる。

6は高台付の皿である。日径12,9θ紀、器高2.8翻、底径6.Oθ

“
を測る。高台、体部とも回転

ナデ、胎土は粗くl ηπ前後の砂粒を多く含む。色調は浅黄橙色。焼成は不良である。 7は

赤色塗彩の土師器で浅鉢形の杯である。日径16.6側、底径11.2θmを測る。底部の切り離 し

はヘラ切り、体部は回転ナデで逆ハの字状に上外方に伸びる。底部、体部とも器厚が薄く

最短部 3 ππを測り、胎土は微細である。
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丹塗り上師器について

第21図 4、 5、 7に記したように本遺跡からは南側加工段及びその西方斜面を中心に遺

物包含層から丹塗り土師器が出土した。その多くは小形の浅鉢状を呈した杯である。器種

名では皿と表記されるが①これらの土師器には主に次のような特徴が見出される。①形状

は底部が平底で体部はほぼ直線的に立ち上がる。②器厚が最短部 2初η～ 3 ηηと薄いものが

含まれる。③胎土は微細で水酸化鉄の細粒を多く含み、砂粒等をほとんど含まない。④底

部の切り離しはヘラ切りと思われ、底部平面は指頭による押さえによってやや起伏する監

⑤大半の皿の回縁部に煤の付着が認められる。⑥体部は回転ナデである。このほか一部の

底部に暗文、底部外周にヘラ痕が認められるものがある。なお、底径の小さい土師器につ

いては赤色塗彩がみられなくなることを付記しておきたい。この種のすべてを図化し得な

かったが図化したものについては底径を中心に分類を試みた。またこの種の土師器の分類

については形態的に共通しているため口径と底径に基づいて分類を試みた。

a.復元底径が7.0翻以上あるもの。

第21図 8～ 10、 12～ 19は復元口径11.0師～14.Oθ阿、器高2.7師～3.4θ紀、復元底径7.Oθ統

0●

18暗文

0-丹 塗 り上師器

0-煤 付着土器

商側加工段出土土器実測図
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～9,6印を測る。底部には指頭による押さえ、ナデが施される。 9、 10、 14、 19の 体部

には煤痕がみられる。また 9、 10、 16、 19の底部内面には暗文が認められる。11は 日径

14.6師、器高2.0側 を測る。体部には煤、底部外周にはへら痕、また内面に暗文が認め

られる。

b.復元底径が6.Oθ攪～7.Oθ陶のもの。

第22図 1、 2が この範疇に入る。復元口径■.2cη、10.6θ

“
、復元底径6.5師 を測り、赤

色塗彩が施される。

C.復元底径が6.0側未満で体部が逆ハの字状に立ち上がるもの。

第22図 3～ 11が相当し、復元回径7.7θ阿～9,6師、復元底径4.6側～6.Oθ能を測る。色調

は浅黄橙色ないし橙色③を呈し、 3を除いて赤色塗彩はみられなくなる。反面全ての口

縁部に煤の付着がみられる。

d.復元底径が7.Oθ紀未満で体部が直線的に立ち上がるもの。

第22図 12～ 14は復元底径4.5θ陶～6.5cηを測る。器厚は比較的厚い。

e.その他

第22図 15～ 18で底径6.5θπ～8.5翻を測る。底部のみ残存しており、その他としたがa

またはbに含まれることも考えられる。いずれも赤色塗彩が施される。特に17は彩色が

濃く小豆色を呈する。18に は煤及び暗文が認められる。

本遺跡から出土した遺物には日常の生活に供された遺物があまり見られなかったが南

側加工段からはいくつかの生活用具としての遺物が出土 した。

第23図 1、 7は土師器の碗である。復元口径は15.9側ないし16.0師、底径5。 7θれを測る。

底部切り離 しは回転糸切り。体部は回転ナデにより上外方に大きく展開する。胎土はやや

粗く、浅黄橙色を呈する。 2、 3は土師器甕で復元口径はそれぞれ29。 4翻、24.3師を測り、

口縁部はくの字にゆるく外反し、体部は直線状になる。調整は日縁部の内外面はヨヨナデ、

体部内面はヘラケズリで外面は2がハケロ、 3は縦方向の後斜め方向にカキロが施される。

体部全面にわたって煤が付着する。 4～ 6は須恵器の杯蓋である。 4は宝珠状つまみを有

し、口径は22.0翻を測る。 6も宝珠状とみられ、 5はボタン状つまみを有する。返りはな

く全て端部を折り返す。 8は土師器台付杯、 9が台付皿である。底部切り離しは回転糸切

り。色調は浅黄橙色を呈する。10、 11は土師器の小形壺で底径はそれぞれ6.8じ攪、8.6側、

10の残存高8。9翻を測る。底部切り離 しは不明。体部は右回転ナデである。底部の器厚は

中心部ほど薄くなり、11は最小残存数値は 2″πを測る。12、 13は須恵器杯で12は 低い高

台がつく、器厚は薄く12の体部で 3紹πを測る。14は須恵器壺で胴部は推計13.8師を測る。

頸部外面に粘土を貼りつけて段を設けている。体部は回転ナデで肩部に沈線が入り、体部
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外面には浅いカキロが入った後、一部にナデ消しが見られる。
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鉄 器 (第24図 )

と、 2は板状の鍛造片で l ηη未満の薄い板を折りまげたもので刃物の一部と思われる。

3の長さ3.5θη、直径1.6翻を測る。用途は不明である。 4は全長15,5θηを測る。用途は不

明であるが古墳時代にはすでに全長19θ紀に及ぶ鉄釘が確認されており④その可能性も残さ

れる。 5～ 13は角釘と思われる。このうち10は飾り釘の可能性も考えられる。14、 15は飾

り釘である。頭部の直径はそれぞれ2.8じ町、3.4じ紀を測る。

石器及び鉄塊系遺物 (第25図 )

とは11.Oθ総×10.5θ阿の砥石である。中央付近から立ち割られた後続けて使用されたもの
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と思われる。石質は砂岩で破断面の一部に錆び色の付着物が認められる。砥面は上面、腹

面、下面の三面が使われる。このほか本調査区からは南側加工段を中心に土器とともに小

石大～手のひら大の川原石が遺物包含層から散逸した状態で多数出土した。川原石の多く

は偏平で小石の中には少量の煤の付着がみられるものもある。数点を赤外線照射したがい

ずれも反応はなかった。

鉄滓は小片を含め、総重量5,0物 を採取したが主なもののみを区化 した。 2、 6は鍛冶の

炉底滓である。 2は手のひら大、 6はその半分で重量感がある。磁力は微弱だがこの類い

にはかなり反応するものも若干含まれる。表面には砂粒が焼きついており、炉の底が地面

に接地 していたことが伺える。色調は表面が淡茶褐色、内面が淡黒褐色であるが錆び色を

呈する部分もある。これらに類する鉄滓の重量は2,550gで 採取した鉄滓の約半分に当たる。

3は鉄分を多目に含んだ鍛冶滓でこの種の鉄滓は 1個体のみであった。破面には青黒の光

沢がみられる。出土した鉄滓中磁力がもっとも強かった。表面には炭の厚痕が残る。重量

は270gで全体の5%に当たる。 4は 10～■翻、厚さ2.5～ 6.Oθηを測り、手のひら大の椀

形滓でほかにもう1個体が出土している。断面には錆が入るほか底面近くにはわずかに青

黒の光沢がみられる。また断面中に木炭の噛み込みが認められることから小鍛冶の炉であ

ることが伺える。全体の15%に相当する。表面は粗慈である。磁力は微弱で錆も少なく炉

の中心からはずれた部分と思われる。これに類する鉄滓は全体の27%であった。またこの

ほかにガラス質が含まれるものもわずかに出土している。

南側加工段西方斜面出土遺物 (第26図、27図 )

この調査区では遺構は確認できなかったが表土直下から地山直上に至る各土層中から土

師器、須恵器、鉄器が出土下。斜面上には頂上建物群が存在しているためこれに伴う遺物

が流出したことも考えられる。以下土師器から記述する。

上師器 (第26図 1～ 22)

1は体部がわずかに内湾しながら広く上外方に広がる。胎土に石英、長石を多く含む。

2～ 4は体部がほぼ直線的に立ち上がる。 2、 3に は煤の付着がみられる。 4は石英を含

む。赤土のみでつくられ煉瓦色を呈する。 5～ 13は皿で12を除いて復元口径10.4翻～12.0牡

器高2.6鰍～3.0翻、底径4.Oc“～5,7θηを測る。底部切り離しは 5、 6、 11が回転糸切り、10

がヘラ切り、その外は不明である。胎土は浅黄橙色を呈する。12は 口径9。4師、底径4.3側

と小形の杯で底部切り離しはヘラ切りである。体部内面に指紋痕が認められる。これらの

うち 8、 9、 12に煤の付着がみられるがこれまで認められた煤付着の上器に比べて著しく
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煤の量は少ない。

14～ 18は高台付杯である。14、 17の形状は不明であるが15、 16、 18は 体部が碗形を呈

する。胎上に 2 ηπ前後の砂粒を含み色調は浅黄橙色である。19～ 22は皿形の台付杯で21は

表採遺物である。12、 20は底部が糸切りで離される。19の底部外面から体部外面にかけて

淡橙色の塗彩がみられる。

須恵器 (第26図23～ 27)

23～ 25は須恵器杯身で口径12.2θ攪～13.6側 を測る。24、 25の底部は回転糸切 りで切 り離

された後、一部に粗いナデ、25の底部内面にもナデが施される。体部内外面は回転ナデ。

23、 25は 口縁部を外反させ、24は平らに調整する。色調は青灰色を呈す。26は盤の底部

で高台の復元底径14.8θηを測る。底部切り離しは回転糸切り、焼成は不良で浅黄橙色を呈

す。胎土は砂粒をほとんど含まず微細である。27は杯蓋で復元口径16.3翻 を測る。天丼部

は回転ヘラ削りの後ナデ、肩部はゆるいナデ肩となり端部に自然釉がみられる。

第 4章 ま  と め

当初、試掘調査の段階までは地形や切り図等の状況から本遺跡は山城あるいは砦跡と考

えて調査を行ったが多量の上器やピットの検出状況などからこの可能性は皆無ではないに

せよこの概念をいったん除いて調査を行ったところである。遺構については調査期間も短

く十分な成果が得られなかったことは否めない。加えて調査区全体からおびただしい数の

遺物が出土し、遺構との関連が判断しかねる状態であった。以下遺構、遺物について調査

の成果をまとめてみたい。

遺構について

調査区全体をとおして頂上建物群から4棟、西側加工段から1棟、南側加工段から1棟

の合計 6棟の堀立柱建物を復元した。頂上建物群では簡易ではあるが石列も確認された。

建物の規模としては南北が7.6紀～14.Oη、東西4.2η～7.5η、但しS B061ま4.25η ×17.5η

であった。このようにかなり大きな建物が復元されたがこのうちS B01は ほぼ磁北を向い

ている。時期については資料に乏しく出土 した遺物と同時期と考えるならば8世紀中頃か

ら12世紀頃のものと思われ、数百年かの間に何度か立て替えられた可能性も考えられる。

なお、鍛冶遺構については化学分析を行わなかったため、まことに残念ながら時期その他

性格は不明であるが、地面を浅く掘りくばめた簡易な火床をもつ小規模な小鍛冶が営まれ

たことが想像される。
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遺物について

土師器がまとまって出上した例としては松江市石台遺跡氣 天満谷遺跡k中竹矢遺跡k
三刀屋町京殿遺跡

③などがあげられる。本遺跡から出土 した土師器はおよそ 3世紀にわた

る広範な時期が予想される。まず郭類の時期については第21、 22図 中の丹塗り土師器が 9

世紀代と考えられる比 続いて第16図中のS K02出土土器の 2～ 12、 第26図 2、 3に みら

れるように郭の形態が底部から口縁部にかけて直線的に立ち上がるものがあり、松江市神

田遺跡出土土器⑩
(須恵器)、 同市長峯遺跡出土土器①を参考にするとこれらの上師器は 9

世紀後半から10世紀初頭のものと考えられる。また第20図 1～ 3は前述の器種と形状が似

ているが、底径が比較的小さく器高が高くなっている。この種の土師器はほかに類例がみ

られないが出現時期としては前述の時期より後出するものと思われる陥 高台付界につい

ても資料に乏 しいところだが松江考古第 8号⑩を参考にすると、第21図 2が安来市大坪 3

号墳出土⑭の高台付碗に近似し、第19図 1、 3、 5、 第21図 1が高い高台をもつ点で松江

市池ノ奥 2号墳出ELOの高台付郭と同じ範疇に入るのではないかと思われ、時期としては

10世紀から11世紀と考えられている。さらにS K03の土器溜りから多く出土した第18区 1

～ 4、 第23図 1は天満谷遺跡の土師器分類によると碗 a類に当たると思われ、時期は12世

紀後半と考えられる。 皿形の邦については形態が変化に富んでいて分類しかねるが第16

図の皿のようにS K02か ら一括出土している15、 16、 18、 19の体部は器厚が薄くほぼ直

線的に伸びている。この土坑からは13、 14、 17の ような内湾傾向の皿形郭も同時に見られ

ることを考えると同一時期においてこの種の形態もさまざまであった可能性も残される。

台付皿等その他の土師器については中世とだけししておきたい。

既述の通り、本遺跡から出土した土師器片は 1万点をはるかに超えた。試算として各調

査区における土師器を器種ごとに数量を割り出してみた。算出方法としては各調査区から

出土 した土師器片の底部を拾い出し、合わせた形がほぼ円形になったものを 1固体と想定

するものである。

表-1 妙見山遺跡出土土師器数概算表

潤 郭、 皿 種
り

器

塗

師

丹

土
高台付 郭 台 付 郭 灯 明 皿 ハ

計

頂上建物群 1 1 2

西側加工段 348 9 3 461

南側加工段 1055 234 41 1480

小  計

(%)

1498

(73)
３５５
∽

５８

③

４６

②
会
ψ
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表-1のように概算で 2千点を越える土師器が存在したことが考えられるが実際にはこ

の数をまだ上回ることも充分予想される。

出土した土師器の固体数を調査区で比較してみると堀立柱建物が数棟あったと思われる

頂上部に比べ、南側加工段の出土数が圧倒的に多いことがわかる。また丹塗り土師器の出

土もここに集中していることが分かる。あえて想像するならば祭祀に使われた土器が頂上

から投げ捨てられ、あるいは廃棄されたとの考えも浮かんでくる。なお、中世陶磁器の出

土は皆無であった。

須恵器について検討 してみると出土量としては、土器全体の 1割に満たないものであっ

た。器種では杯身、杯蓋、甕片が中心で肩部に特徴のある壺もみられた。この壺は日常用

とは違う使われ方があったことも想像される。須恵器の時期としては松江考古第 3号⑩を

参考とすると杯身では第26図 23～ 25が 8世紀中葉から8世紀後半と考えられる。杯蓋につ

いては第23図 4～ 6、 第26図27と も8世紀代から9世紀半と推定される。

遺物の年代を中心に記してみたが本遺跡の性格について一つの示唆を与えてくれるもの

が妙見山の地名である。本遺跡から見て妙見山山頂の真裏の山腹には平坦地があり、近年

まで妙見社といわれる祠があったようである。「雲陽誌」によると日井郷山方の項に祭潜

10月 13日 とだけ記されており、このほかにも各地に妙見、あるいは妙見社の名がみえる力＼

そのほとんどが勧請年代等詳細は不明である。

妙見あるいは妙見信仰は10世紀の貴族社会、怨霊思想の流行下で盛行したとされる星宿

信仰で北辰、すなわち北斗七星を祀る信仰といわれ、 8世紀中頃、宇佐八幡神の託宣上京

を一つの発端とされる「神仏習合」の思想が広まったことにより仏教、特に密教修法と習

合したのが妙見菩薩 (北辰菩薩)と いわれている乳 立地的にみても本遺跡は木次町下熊

谷から三刀屋町給下一帯を眼下に見下ろす山丘に位置しており、深山幽谷の地ではないに

せよ急峻な高台で何等かの祭祀が行われたことは想像に値する。またこのような立地、性

格に比較的似かよった遺跡として安来市陽徳遺跡が発掘されている。陽徳遺跡ではいみじ

くも本遺跡のS K02出土土師器と近似する土師器類が土掘内から出土 している⑮。歴史的

にみても山岳信仰が興った時代に当ると思われ、両遺跡の性格を考えるうえで非常に興味

深いものがある。

このように本遺跡は仏具等祭祀に直接つながる遺物は確認されなかったものの、飾り釘

や穿孔土器あるいは灯明皿の出土等により奈良時代後期から平安時代にかけての山岳信仰

にかかわる祭祀遺跡の可能性が強いことが伺える。

なお本遺跡より斐伊川をはさんで西方1.5ん用の三刀屋町地内峯寺山 (出 雲国風土記にい

う伊我山)の山腹には658年開山といわれる密教霊場、峯寺が所在 し、さらに南東4.0カ冊
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□

①

の木次町宇谷及び寺領地内にある室山 (標高260,3紀)中腹には平安時代に山岳仏教が栄

え⑩
、四十二坊もの堂が立ち並んだと言い伝えられる平坦地があり

⑩
、時期がほぼ重なるだ

けに中世の人々の信仰への熱い思いに,己 がヽ寄せられる。

このように木次町では少なくとも二か所の山岳寺院が中世に存在していたことが考えら

れ、これまでほとんど確証が得られなかった「伝室山寺跡」についても重要な示唆を与え

る貴重な資料を提供したといえる。

「平城宮発掘調査報告XⅢ」1991年 より改変

② 形態の近似する赤色塗彩の土師器が松江市黒田畦遺跡でも出土しているが底部の切り離 しは回

転糸切りとなっており、製作技法において相違がみられる。松江市教育委員会・側松江市教育文

化振興事業団「黒田畦遺跡発掘調査報告書」1995年 同財団 瀬古諒子氏のご教示による

③ 発売元 仰富士平工業 1995年版「新版標準土色帖」による

④  「奈良県報告31」 1976年 石光山古墳群27号墳出土

⑤ 島根県教育委員会『石台遺跡』1986年

⑥ 島根県教育委員会「天満谷遺跡」『北松江幹線 。松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘

調査報告書』1987年

⑦ 島根県教育委員会「中竹矢遺跡」『一般国道 9号松江道路建設予定地内発掘調査報告書X』 1992年

③ 三刀屋町教育委員会『京殿遺跡調査概報』1979年

③ 島根県教育委員会文化財課 広江耕史氏のご教示による

⑩ 島根県教育委員会「神田遺跡」『北松江幹線 。松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告書』1987年

⑪ 松江市教育委員会『中4/r矢 1号墳 。長峯遺跡』1987年

⑫ 島根県教育委員会文化財課 広江耕史氏のご教示による

⑬ 広江耕史「島根県における中世土器について」『松江考古第 8号』1992年

⑭ 島根県教育委員会「大坪古墳群」『国道 9号バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘報告書』1976年

⑮ 松江市教育委員会「池の奥古墳群」『松江市東工業団地内発掘調査報告書』1990年

⑩ 柳浦俊―「出雲地方における歴史時代須恵器の編年試論」『松江考古第 3号』1980年

〇 (1)速水 侑『日本仏教史―古代』吉川弘文館1992年

(動  〔縮印版〕『日本宗教事典』弘文堂1994勺

⑬ 島根県埋蔵文化財調査センター 深田 浩氏より現地においてご教示をいただく

⑩ 島根県遺跡地図には「伝室山寺跡」と登録されている。

⑩  『木次町誌』1972年
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図版 1

妙見山追跡遠景 (後方は妙見山山頂)(西より)

妙見山遺跡全景 (東 より)



図版 2

南側カロエ段西斜面

上層堆積状況

(南 より)

南側加工段東斜面

上層堆積状況

(北 より)

項上建物群

作業風景

(東 より)



図版 3

SK02遺物出土状況
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SK04焼土検出状況



図版 4

南側加工段

遺物包含層

(西 より)

地山表出状況

(同位置)

SK03検出状況



図版 5

項 ヒ建物群完掘状況 (東 より)
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図版 6
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西側加工段出土遺物 (1)



図版 8
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SK02出土遺物 (1)
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図版 9
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SK02出土遺物 (2)
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図版 10
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SK03出土遺物 (1)



図版 11

南側加工段出土
稲|モ ミ圧痕土器片

SK03出土遺物 (21



図版 12
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南側加工段 出土遺物 (1)
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南側加工段出土遺物 (2)

図版 13
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図版 15
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南側加工段出土遺物 (4)



図版 16

南側加工段出土遺物 (51



図版 17

南側加工段出土遺物 (6)

南側加工段西側出土遺物 (26-26.27)



図版 18

南側加工段西側出土遺物 (1)



図版 19
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南側加工段西側出土遺物 (2)



図版 20
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頂上建物群

出土鉄器

(挿図 第14図 )

西側加工段

出土鉄器

(挿図 第17図 )
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南側加工段出土鉄器 (挿図 第24図 )



3

南側加工段出土砥石・鉄洋 (挿図 第25図 )
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